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医学科早期体験実習の変遷と課題
江村 正、大坪 芳美、小田 康友、酒見 隆信
Early Exposure: Past, Present, and Future
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とは、コミュニケーション、介護、超高齢社会の産業のニーズ、Center of Community とし
ての大学の役割を考える上で、非常に重要と思われる。
一方、少子化で、地域での子供との接点は減りつつある。附属幼稚園、小学校、中学校、
特別支援学校の生徒らと、文化教育学部のみならず、他の学部の大学生が、彼らと関わるこ
とができれば（たとえば、遠足付添い実習など）、非常に効果的な実習になる可能性がある。
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